
弁護士のあり方

司法制度は国民生活の「道具」である。

司法制度へのアクセスの容易さ、
プロセスの開放性の確保

弁護士に求められる役割とは何か。

国民の社会生活上の
医師



弁護士の公益性と
社会的責務

弁護士へのアクセス
障害の解消

弁護士による司法制度への
積極的参加

弁護士費用、専門性等に関する
情報提供

法律相談活動の活性化

弁護士過疎・偏在の
解消

弁護士事務所の設置形態の改善

弁護士人口の大幅増員

研修制度の充実

弁護士倫理の確立

弁護士（法曹）人口
の大幅拡大

法律事務所の体制
整備と規模の拡充

法律事務所の法人化・共同化、
総合化、協働化

弁護士の質の向上

弁護士及び弁護士
事務所の国際競争力

弁護士法の見直し
弁護士の法律事務独占の見直し
（弁護士法72条）

法律事務所の支店禁止規定の改正
（弁護士法20条）

フランス並み人口
（５万人～６万人）が目標

弁護士の兼業禁止規定の改正
（弁護士法30条）


